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しまう。したがってパーム果房の収穫、輸送は注意深く、しかも迅速に行われることが必要である。また、果房はできるだけ迅速に蒸熱してリパーゼを失格させる必要がある。そのため、製油工場の多くはアブラヤシ・プランテーションに近接して設置 れ い 。またパーム果房を搬送する輸送手段として大型トラックを配備する必要がある。加えて受入れる工場側も安定的な収穫量確保の め栽培契約方式をとっている。かくして協同組合の形成が不可欠であり、協同組合介入によるアブラヤシ生産は、仲買商人排除につなが包括的農地改革計画とアグ ビジネス
フィリピンのアブラヤシ生産は一九六〇
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ント所在のＡ協同組合の事例では集合土地権利証書を交付され、組合員は自らの を特定できない。このため生産増加に向けたインセンティブをもたなかった。そ て合による所有と った土地を旧プランテーションの地主企業にリースバックする売却地賃貸契約を選択した。こ ため契約栽培による生産増加をはかる意欲 欠落し、借地料収入に依存してしまう。このことはアブラヤシの単位面積あたり生産量に反映し、Ｎ組合、Ｓ協同組合に比較して低い。農家所得の内容をみても、主たる内容は、プランテーション労働者としての賃金 なっ いる
将来展望を踏まえた課題は、いかにしてア
ブラヤ 生産の協同組合がアグリビジネス・ベンチャー契約において企業家精神を発揮できるか、あるいは発揮させ ことができかである。Ａ協同組合 場合には 旧プラテーション企業がアブラヤシ契約栽培を奨励し五〇㌶分の栽培契約し資金融資をしている。また、Ｎ協同組合にお ては、自己資金で一一㌶のアブラヤシ・プランテーション投資に着手し、自立化を企図している。
農地改革受益農家から構成される協同組合
がアグリビジネスの担い手として企業家精神発揮を誘導させ、これを支援す 体制の構築が必要とされているところ　　　
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